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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 43,527 4.8 10,948 15.4 7,945 19.6

2021年3月期 41,502 △3.4 9,482 206.1 6,641 114.5

（注）包括利益 2022年3月期　　△2,506百万円 （―％） 2021年3月期　　22,508百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本
当期純利益率

総資産経常利益率
経常収益
経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 191.07 190.78 5.0 0.3 25.1

2021年3月期 156.80 156.53 4.4 0.2 22.8

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 182百万円 2021年3月期 110百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 3,632,696 154,622 4.2 3,711.54

2021年3月期 3,330,943 158,537 4.7 3,810.73

（参考） 自己資本 2022年3月期 154,415百万円 2021年3月期 158,325百万円

(注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 299,231 9,896 △1,417 635,358

2021年3月期 224,249 △128,306 △2,284 327,645

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 1,264 19.1 0.8

2022年3月期 ― 15.00 ― 25.00 40.00 1,669 20.9 1.0

2023年3月期(予想) ― 17.50 ― 17.50 35.00 28.0



3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 25,900 27.2 3,800 △32.4 3,200 △17.0 76.91

通期 45,100 3.6 7,400 △32.4 5,200 △34.5 124.98

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　有

④修正再表示 　：　無

注）詳細は、添付資料P.12、13「３．連結財務諸表及び主な注記　（６）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 42,900,000 株 2021年3月期 42,900,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 1,295,911 株 2021年3月期 1,352,825 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 41,582,934 株 2021年3月期 42,358,303 株

（参考）個別業績の概要

1. 2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 43,433 4.7 10,493 14.4 7,711 18.1

2021年3月期 41,483 △3.3 9,169 240.7 6,525 125.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 184.89 184.61

2021年3月期 153.60 153.34

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 3,627,523 147,848 4.0 3,541.60

2021年3月期 3,326,734 152,401 4.5 3,655.52

（参考） 自己資本 2022年3月期 147,778百万円 2021年3月期 152,324百万円

(注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 2023年 3月期の個別業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 26,200 27.7 3,900 △30.1 3,400 △13.3 81.48

通期 45,100 3.8 7,200 △31.3 5,200 △32.5 124.62

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

当行としてその実現を約束するものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況１．経営成績等の概況１．経営成績等の概況１．経営成績等の概況    

（１）当期の経営成績の概況 

当期におけるわが国経済は、公共投資は高水準を維持し、設備投資や生産では持ち直しの動

きがみられましたが、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴い、個人消費については持ち直

しの動きに足踏み感がみられるなど依然として厳しい状況が続きました。 

当行の主要地盤であります四国地区の経済におきましては、設備投資が堅調に推移するなど、

景気は緩やかに持ち直しているものの、公共投資の減少や個人消費の弱含みなど、一部に新型

コロナウイルス感染症などによる下押しの影響がみられました。 

金融面では、円相場は、期首の 1 米ドル 110 円台から米国の長期金利の低下に伴い、107 円

台まで円高が進んだ後、米国の金融政策正常化の動きを背景に 115 円台まで円安が進みました。

その後、地政学的リスクの高まりなどから一時 113 円台まで円高が進みましたが、日本と米国

の金融政策の方向性の相違により、両国の金利差が拡大したことで急速に円安が進み、期末に

は 1 米ドル 121 円台となりました。日経平均株価は、期首の 2万 9千円台から、東京などへの

緊急事態宣言発令による景気減速懸念などから、2 万 7千円台まで下落しました。その後、菅

首相退陣後の次期政権への政策期待等から大幅に上昇し、3万円台を回復しましたが、新型コ

ロナウイルス感染症の再拡大やウクライナ情勢などの地政学的リスクの高まりを背景に 2万 4

千円台まで下落し、期末には過度な警戒感の緩和から 2万 7千円台となりました。長期金利は、

新型コロナウイルス感染症の再拡大による景気への影響などが懸念され、0.0％台まで低下し

た後、海外金利の上昇に伴い、0.2％台まで上昇しました。その後は、日本銀行による国債買

入れやウクライナ情勢などの低下要因はあったものの、海外金利の上昇を背景とした金利上昇

圧力は強く、期末には 0.2％台となりました。 

このような金融経済情勢のもとにありまして、当期の連結経営成績は、以下のとおりとなり

ました。 

経常収益は、株式等売却益は減少しましたが有価証券利息配当金や役務取引等収益の増加等

により、前期比 20億 25 百万円増加し 435 億 27 百万円となりました。経常費用は、営業経費

は減少しましたが国債等債券売却損や国債等債券償還損の増加等により、前期比 5億 59百万

円増加し 325 億 79 百万円となりました。この結果、経常利益は、前期比 14億 66 百万円増加

し 109 億 48 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は、同 13 億 4百万円増加の 79億 45 百

万円となりました。 

（２）当期の財政状態の概況 

（預金等） 

預金につきましては、個人預金、法人預金、地方公共団体預金がそれぞれ増加し、前期末比

1,459 億円増加の 2兆 9,934 億円となりました。また、譲渡性預金を含めた預金等につきまし

ては、前期末比 1,673 億円増加の 3兆 717 億円となりました。 

 なお、公共債・投資信託・個人年金保険等の預り資産につきましては、公共債や個人年金保

険等は減少しましたが、投資信託の増加により、前期末比 25 億円増加の 2,528 億円となりま

した。 
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（貸出金） 

貸出金につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う資金繰り支援に積極的に対応

した結果、中小企業等貸出金の増加等により、前期末比 351 億円増加の 1兆 9,122 億円となり

ました。 

（有価証券） 

有価証券につきましては、市場動向を踏まえたリスク圧縮の観点から投資を抑制したため、

前期末比 214 億円減少の 9,458 億円となりました。 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、預金や借用金の増加等により 2,992 億 31 百万円のプ

ラスとなりました。前期比では 749 億 82 百万円増加しております。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却や償還による収入が有価証券の取得

による支出を上回ったこと等により 98億 96 百万円のプラスとなりました。前期比では 1,382

億 2 百万円増加しております。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により 14 億 17 百万円のマイナスと

なりました。前期比では 8 億 67 百万円増加しております。 

この結果、現金及び現金同等物の当期末残高は、当期中に 3,077 億 12 百万円増加し 6,353

億 58 百万円となりました。 

（４）今後の見通し 

（2023 年 3 月期（2022 年 4月 1 日～2023 年 3月 31 日）の見通し） 

2022 年度の業績見通しにつきましては、経常収益 451 億円（中間期 259 億円）、経常利益

74 億円（中間期 38 億円）、親会社株主に帰属する当期純利益 52 億円（中間期 32 億円）を見

込んでおります。 

なお、上記の業績見通しは、業績に影響を与える経済環境の変化等不確実な要因について、

現時点における仮定を前提としております。なかでも新型コロナウイルス感染症の影響に関し

ては、今後一定程度継続するとの想定のもと、一部の業種等への影響は一時的に深刻となるも

のの、政府や地方公共団体の経済対策や金融機関による支援等により、多額の与信関係費用が

発生する事態には至らないという仮定をおいております。しかしながら本感染症は、経済、企

業活動に広範な影響を与える事象であり、今後の広がり方や収束時期等を予想することは困難

なことから、想定を超えて与信関係費用が増加するなど、実際の業績は、これらの前提条件の

様々な変化により異なる結果となる可能性があります。 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方２．会計基準の選択に関する基本的な考え方２．会計基準の選択に関する基本的な考え方２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループの業務は、現在日本国内に限定されており海外での活動がないことから、当面は

日本基準を採用することとしております。現時点ではＩＦＲＳ（国際財務報告基準）適用の予定

はありませんが、同業他社の適用動向等を踏まえ、適切に対応してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

現金預け金 335,619 643,722

買入金銭債権 12,402 13,718

商品有価証券 8 9

金銭の信託 1,964 1,980

有価証券 967,291 945,823

貸出金 1,877,078 1,912,228

外国為替 9,891 14,433

その他資産 95,395 69,176

有形固定資産 35,453 34,597

建物 10,817 10,155

土地 23,133 22,411

リース資産 381 194

建設仮勘定 8 325

その他の有形固定資産 1,112 1,509

無形固定資産 1,962 2,380

ソフトウエア 1,918 2,339

その他の無形固定資産 44 40

退職給付に係る資産 2,440 3,968

繰延税金資産 18 19

支払承諾見返 5,403 5,446

貸倒引当金 △13,985 △14,807

資産の部合計 3,330,943 3,632,696

負債の部

預金 2,847,488 2,993,467

譲渡性預金 56,888 78,307

コールマネー及び売渡手形 18,820 13,487

債券貸借取引受入担保金 61,636 57,330

借用金 133,702 281,177

外国為替 20 2,642

その他負債 38,315 39,425

退職給付に係る負債 75 75

役員退職慰労引当金 5 5

睡眠預金払戻損失引当金 665 524

ポイント引当金 65 －

繰延税金負債 5,110 2,038

再評価に係る繰延税金負債 4,205 4,146

支払承諾 5,403 5,446

負債の部合計 3,172,405 3,478,074
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部

資本金 25,000 25,000

資本剰余金 9,699 9,699

利益剰余金 93,369 99,997

自己株式 △1,518 △1,466

株主資本合計 126,551 133,231

その他有価証券評価差額金 26,858 13,820

繰延ヘッジ損益 △3,770 △1,951

土地再評価差額金 8,785 8,651

退職給付に係る調整累計額 △99 663

その他の包括利益累計額合計 31,774 21,184

新株予約権 77 69

非支配株主持分 135 137

純資産の部合計 158,537 154,622

負債及び純資産の部合計 3,330,943 3,632,696
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

経常収益 41,502 43,527

資金運用収益 28,110 30,430

貸出金利息 19,374 19,026

有価証券利息配当金 8,538 11,032

コールローン利息及び買入手形利息 △28 △34

預け金利息 119 294

その他の受入利息 106 110

信託報酬 0 0

役務取引等収益 7,430 7,925

その他業務収益 1,450 1,678

その他経常収益 4,511 3,492

償却債権取立益 742 1,235

その他の経常収益 3,768 2,257

経常費用 32,020 32,579

資金調達費用 1,415 1,090

預金利息 325 243

譲渡性預金利息 9 6

コールマネー利息及び売渡手形利息 92 53

債券貸借取引支払利息 27 25

借用金利息 170 58

その他の支払利息 789 701

役務取引等費用 2,351 2,276

その他業務費用 2,006 3,525

営業経費 24,066 22,884

その他経常費用 2,180 2,802

貸倒引当金繰入額 1,216 1,419

その他の経常費用 963 1,382

経常利益 9,482 10,948

特別利益 156 63

固定資産処分益 156 63

特別損失 298 484

固定資産処分損 70 28

減損損失 227 456

税金等調整前当期純利益 9,339 10,526

法人税、住民税及び事業税 2,767 1,205

法人税等調整額 △71 1,371

法人税等合計 2,695 2,577

当期純利益 6,644 7,948

非支配株主に帰属する当期純利益 2 3

親会社株主に帰属する当期純利益 6,641 7,945
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

当期純利益 6,644 7,948

その他の包括利益 15,863 △10,455

その他有価証券評価差額金 12,206 △12,840

繰延ヘッジ損益 1,848 1,818

退職給付に係る調整額 1,570 762

持分法適用会社に対する持分相当額 238 △196

包括利益 22,508 △2,506

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 22,505 △2,509

非支配株主に係る包括利益 2 3
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 25,000 9,699 87,811 △891 121,619

当期変動額

剰余金の配当 △1,278 △1,278

親会社株主に帰属する

当期純利益
6,641 6,641

自己株式の取得 △724 △724

自己株式の処分 △43 97 53

土地再評価差額金の取崩 238 238

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
―

当期変動額合計 ― ― 5,558 △626 4,931

当期末残高 25,000 9,699 93,369 △1,518 126,551

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 14,413 △5,618 9,024 △1,670 16,149 100 133 138,003

当期変動額

剰余金の配当 △1,278

親会社株主に帰属する

当期純利益
6,641

自己株式の取得 △724

自己株式の処分 53

土地再評価差額金の取崩 238

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
12,444 1,848 △238 1,570 15,624 △22 1 15,603

当期変動額合計 12,444 1,848 △238 1,570 15,624 △22 1 20,534

当期末残高 26,858 △3,770 8,785 △99 31,774 77 135 158,537
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 25,000 9,699 93,369 △1,518 126,551

会計方針の変更による

累積的影響額
△192 △192

会計方針の変更を反映した

当期首残高
2,500 9,699 93,177 △1,518 126,358

当期変動額

剰余金の配当 △1,250 △1,250

親会社株主に帰属する

当期純利益
7,945 7,945

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △9 53 44

土地再評価差額金の取崩 134 134

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
―

当期変動額合計 ― ― 6,819 52 6,872

当期末残高 25,000 9,699 99,997 △1,466 133,231

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 26,858 △3,770 8,785 △99 31,774 77 135 158,537

会計方針の変更による

累積的影響額
△192

会計方針の変更を反映した

当期首残高
26,858 △3,770 8,785 △99 31,774 77 135 158,345

当期変動額

剰余金の配当 △1,250

親会社株主に帰属する

当期純利益
7,945

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 44

土地再評価差額金の取崩 134

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△13,037 1,818 △134 762 △10,589 △7 2 △10,595

当期変動額合計 △13,037 1,818 △134 762 △10,589 △7 2 △3,723

当期末残高 13,820 △1,951 8,651 663 21,184 69 137 154,622
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 9,339 10,526

減価償却費 2,262 2,212

減損損失 227 456

持分法による投資損益（△は益） △110 △182

貸倒引当金の増減（△） △5 821

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △2,325 △1,528

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4 △0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 0

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △207 △141

ポイント引当金の増減額（△は減少） 5 △65

資金運用収益 △28,110 △30,430

資金調達費用 1,415 1,090

有価証券関係損益（△） △1,697 1,807

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △170 △140

為替差損益（△は益） △1 △2

固定資産処分損益（△は益） △85 △34

貸出金の純増（△）減 △92,247 △35,150

預金の純増減（△） 208,452 145,979

譲渡性預金の純増減（△） 19,742 21,419

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減（△） 81,053 147,474

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △2,597 △389

コールローン等の純増（△）減 2,990 △1,316

商品有価証券の純増（△）減 △2 △0

コールマネー等の純増減（△） 1,190 △5,333

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 5,885 △4,306

外国為替（資産）の純増（△）減 △4 △4,542

外国為替（負債）の純増減（△） △22 2,622

資金運用による収入 27,203 27,761

資金調達による支出 △1,663 △1,144

その他 △4,345 24,392

小計 226,178 301,853

法人税等の支払額 △1,928 △2,622

営業活動によるキャッシュ・フロー 224,249 299,231

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △329,834 △239,093

有価証券の売却による収入 158,108 185,756

有価証券の償還による収入 45,050 65,466

金銭の信託の増加による支出 △1,000 △35

有形固定資産の取得による支出 △728 △1,019

有形固定資産の売却による収入 549 216

無形固定資産の取得による支出 △442 △1,392

資産除去債務の履行による支出 △9 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △128,306 9,896
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,278 △1,250

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1

自己株式の取得による支出 △724 △1

自己株式の売却による収入 30 36

リース債務の返済による支出 △310 △201

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,284 △1,417

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 93,659 307,712

現金及び現金同等物の期首残高 233,985 327,645

現金及び現金同等物の期末残高 327,645 635,358
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当ありません。 

 

（６）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  (会計方針の変更) 

   (収益認識に関する会計基準等の適用) 

     「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客

に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識する

ことといたしました。これにより、役務取引等収益の一部(債券の事務受託手数料、クレジット

カードの年会費等)は、従来、対価の受取時に収益を認識しておりましたが、履行義務が一定期

間にわたり充足されるものであるため、経過期間に基づき収益を認識する方法に変更しており

ます。 

    また、当行が提供しているクレジットカードのポイントプログラムは、従来、付与したポイ

ントの利用による費用負担に備えるため、将来利用される見込額を合理的に見積り、必要と認

める額をポイント引当金として計上しておりましたが、付与したポイントのうち将来利用され

る見込額は、第三者のために回収する額として認識し、役務取引等収益(クレジット加盟店手数

料)より控除する方法に変更しております。これにより、ポイント引当金は、当連結会計年度の

期首から計上しておりません。 

    収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の

累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計

方針を適用しております。 

この結果、当連結会計年度における連結貸借対照表の期首残高は、その他負債が341百万円増

加、ポイント引当金が65百万円減少、繰延税金負債が84百万円減少、利益剰余金が192百万円減

少しております。当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連

結株主資本等変動計算書の利益剰余金の期首残高が192百万円減少しております。当連結会計年

度の連結損益計算書は、経常収益が121百万円減少、経常費用が90百万円減少、経常利益及び税

金等調整前当期純利益がそれぞれ30百万円減少しております。 

 

   (時価の算定に関する会計基準等の適用) 

     「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定

会計基準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第 19項及び「金

融商品に関する会計基準」(企業会計基準第 10号 2019 年７月４日)第 44-2 項に定める経過的

な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用する

ことといたしました。これによる当連結財務諸表に与える影響はありません。 
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(会計上の見積りの変更) 

当行では、一般貸倒引当金について、主として今後 1 年間又は 3 年間の予想損失額を見込んで

計上しており、予想損失額は、1 年間又は 3 年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一

定期間における平均値に基づき損失率を求め、算定しておりました。 

しかしながら、貸倒実績が低位で推移する一方、新型コロナウイルス感染症の影響等により将

来の不確実性が高まっている状況を踏まえ、当行のポートフォリオの特性や長期的な景気変動サ

イクルを反映した引当の高度化が必要であると判断しました。当行が有する貸倒リスクにより見

合った引当について検討を進めた結果、当連結会計年度末においてデータの分析及び整備が完了

し、体制が整ったことからより高度な見積りが可能となりました。このため、予想損失額の算定

方法は、従来の債務者区分に加え、信用格付・業種・地域等の組合せによるグループ毎に 1 年間

又は 3 年間の倒産実績を基礎とした倒産確率を求め、長期的な視点も踏まえた過去の倒産確率の

平均値に、必要な修正を検討し算出した予想損失率を用いて算定する方法に変更しております。 

この見積りの変更により、当連結会計年度末の貸倒引当金は 1,106 百万円増加し、当連結会計

年度の経常利益及び税金等調整前当期純利益は 1,106 百万円減少しております。 

 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

(セグメント情報) 

      当行グループは、一部で銀行業以外の事業を営んでおりますが、それらの事業は量的に重要性

が乏しく、報告セグメントは銀行業単一となるため、記載を省略しております。 
 

(１株当たり情報) 
 前連結会計年度 当連結会計年度 

 (自  2020 年 4 月 1 日 (自  2021 年 4 月 1 日 

 至  2021 年 3 月 31 日) 至  2022 年 3 月 31 日) 

１株当たり純資産額 3,810 円 73 銭 3,711 円 54 銭 

１株当たり当期純利益 156 円 80 銭 191 円 07 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 156 円 53 銭 190 円 78 銭 

(注) 算定上の基礎 

            (1) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

           前連結会計年度 当連結会計年度 

  2021 年 3 月 31 日 2022 年 3 月 31 日 

純資産の部の合計額 百万円 158,537 154,622 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 212 206 

  うち新株予約権 百万円 77 69 

  うち非支配株主持分 百万円 135 137 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 158,325 154,415 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式の数 

千株 41,547 41,604 

 

 

 

 

㈱四国銀行(8387)2022年3月期決算短信

－ 13 －



 

 (2) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりで

あります。 

           前連結会計年度 当連結会計年度 

  

(自 2020 年 4 月 1 日)      

(至 2021 年 3 月 31 日) 

(自 2021 年 4 月 1 日)      

(至 2022 年 3 月 31 日) 

１株当たり当期純利益    

  親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 6,641 7,945 

  普通株主に帰属しない金額 百万円 － － 

  普通株式に係る親会社に帰属する 

当期純利益 

百万円 6,641 7,945 

  普通株式の期中平均株式数 千株 42,358 41,582 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益    

  親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － － 

  普通株式増加数 千株 73 63 

    うち新株予約権 千株 73 63 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

 － － 

 

(重要な後発事象) 
      該当ありません。 
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

現金預け金 335,619 643,721

現金 32,655 33,597

預け金 302,964 610,124

買入金銭債権 12,402 13,718

商品有価証券 8 9

商品国債 8 9

金銭の信託 1,964 1,980

有価証券 962,585 941,385

国債 145,023 112,749

地方債 278,227 295,058

社債 165,423 161,084

株式 59,019 55,493

その他の証券 314,892 316,999

貸出金 1,876,629 1,911,893

割引手形 5,312 5,315

手形貸付 48,677 39,690

証書貸付 1,650,323 1,690,777

当座貸越 172,314 176,110

外国為替 9,891 14,433

外国他店預け 9,818 14,383

買入外国為替 0 0

取立外国為替 73 50

その他資産 95,388 69,168

前払費用 250 261

未収収益 1,886 2,088

先物取引差入証拠金 11 12

金融派生商品 1,033 203

金融商品等差入担保金 6,072 7,773

中央清算機関差入証拠金 80,000 50,000

その他の資産 6,133 8,829

有形固定資産 35,291 34,441

建物 10,713 10,058

土地 23,077 22,355

リース資産 380 194

建設仮勘定 8 325

その他の有形固定資産 1,112 1,507

無形固定資産 1,958 2,375

ソフトウエア 1,915 2,336

その他の無形固定資産 42 39

前払年金費用 2,871 3,160

支払承諾見返 5,403 5,446

貸倒引当金 △13,279 △14,211

資産の部合計 3,326,734 3,627,523
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

預金 2,848,971 2,995,140

当座預金 182,095 187,106

普通預金 1,519,132 1,660,700

貯蓄預金 44,637 46,281

通知預金 2,713 1,951

定期預金 1,034,810 1,032,312

定期積金 10,988 10,993

その他の預金 54,593 55,794

譲渡性預金 58,888 80,307

コールマネー 18,820 13,487

債券貸借取引受入担保金 61,636 57,330

借用金 133,702 281,177

借入金 133,702 281,177

外国為替 20 2,642

売渡外国為替 11 19

未払外国為替 8 2,623

その他負債 36,660 37,681

未払法人税等 1,593 107

未払費用 1,008 996

前受収益 892 1,184

給付補填備金 0 0

金融派生商品 9,056 9,542

金融商品等受入担保金 224 299

リース債務 411 210

資産除去債務 144 144

その他の負債 23,329 25,196

退職給付引当金 288 146

睡眠預金払戻損失引当金 665 524

ポイント引当金 65 －

繰延税金負債 5,002 1,645

再評価に係る繰延税金負債 4,205 4,146

支払承諾 5,403 5,446

負債の部合計 3,174,332 3,479,674
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

純資産の部

資本金 25,000 25,000

資本剰余金 6,563 6,563

資本準備金 6,563 6,563

利益剰余金 90,820 97,214

利益準備金 17,849 18,099

その他利益剰余金 72,971 79,114

別途積立金 60,000 65,000

繰越利益剰余金 12,971 14,114

自己株式 △1,127 △1,074

株主資本合計 121,256 127,702

その他有価証券評価差額金 26,052 13,376

繰延ヘッジ損益 △3,770 △1,951

土地再評価差額金 8,785 8,651

評価・換算差額等合計 31,067 20,076

新株予約権 77 69

純資産の部合計 152,401 147,848

負債及び純資産の部合計 3,326,734 3,627,523
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

経常収益 41,483 43,433

資金運用収益 28,436 30,756

貸出金利息 19,366 19,019

有価証券利息配当金 8,873 11,366

コールローン利息 △28 △34

預け金利息 119 294

金利スワップ受入利息 49 38

その他の受入利息 56 71

信託報酬 0 0

役務取引等収益 7,203 7,695

受入為替手数料 2,003 1,961

その他の役務収益 5,200 5,733

その他業務収益 1,450 1,678

外国為替売買益 83 218

商品有価証券売買益 0 －

国債等債券売却益 1,316 1,291

国債等債券償還益 1 1

金融派生商品収益 47 166

その他の業務収益 0 －

その他経常収益 4,392 3,302

償却債権取立益 742 1,234

株式等売却益 2,970 1,364

金銭の信託運用益 170 140

その他の経常収益 509 562

経常費用 32,314 32,940

資金調達費用 1,415 1,090

預金利息 325 243

譲渡性預金利息 9 6

コールマネー利息 92 53

債券貸借取引支払利息 27 25

借用金利息 170 58

金利スワップ支払利息 789 701

その他の支払利息 △0 △0

役務取引等費用 2,927 2,826

支払為替手数料 326 247

その他の役務費用 2,601 2,578

その他業務費用 2,006 3,525

商品有価証券売買損 － 0

国債等債券売却損 998 1,666

国債等債券償還損 897 1,639

国債等債券償却 110 219
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

営業経費 23,960 22,773

その他経常費用 2,003 2,725

貸倒引当金繰入額 1,074 1,377

貸出金償却 45 256

株式等売却損 582 52

株式等償却 2 887

その他の経常費用 298 151

経常利益 9,169 10,493

特別利益 156 63

固定資産処分益 156 63

特別損失 298 484

固定資産処分損 70 28

減損損失 227 456

税引前当期純利益 9,027 10,071

法人税、住民税及び事業税 2,581 1,024

法人税等調整額 △79 1,335

法人税等合計 2,502 2,360

当期純利益 6,525 7,711
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 25,000 6,563 6,563 17,593 60,000 7,785 85,379

当期変動額

剰余金の配当 △1,278 △1,278

当期純利益 6,525 6,525

自己株式の取得

自己株式の処分 △43 △43

土地再評価差額金の取崩 238 238

利益準備金の積立 255 △255 ―

別途積立金の積立

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 255 ― 5,185 5,441

当期末残高 25,000 6,563 6,563 17,849 60,000 12,971 90,820

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △500 116,442 14,045 △5,618 9,024 17,451 100 133,993

当期変動額

剰余金の配当 △1,278 △1,278

当期純利益 6,525 6,525

自己株式の取得 △724 △724 △724

自己株式の処分 97 53 53

土地再評価差額金の取崩 238 238

利益準備金の積立 ― ―

別途積立金の積立

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
12,006 1,848 △238 13,616 △22 13,593

当期変動額合計 △626 4,814 12,006 1,848 △238 13,616 △22 18,408

当期末残高 △1,127 121,256 26,052 △3,770 8,785 31,067 77 152,401
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　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 25,000 6,563 6,563 17,849 60,000 12,971 90,820

会計方針の変更による

累積的影響額
△192 △192

会計方針の変更を反映した

当期首残高
25,000 6,563 6,563 17,849 60,000 12,779 90,628

当期変動額

剰余金の配当 △1,250 △1,250

当期純利益 7,711 7,711

自己株式の取得

自己株式の処分 △9 △9

土地再評価差額金の取崩 134 134

利益準備金の積立 250 △250 ―

別途積立金の積立 5,000 △5,000 ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― 250 5,000 1,335 6,585

当期末残高 25,000 6,563 6,563 18,099 65,000 14,114 97,214

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △1,127 121,256 26,052 △3,770 8,785 31,067 77 152,401

会計方針の変更による

累積的影響額
△192 △192

会計方針の変更を反映した

当期首残高
△1,127 121,064 26,052 △3,770 8,785 31,067 77 152,209

当期変動額

剰余金の配当 △1,250 △1,250

当期純利益 7,711 7,711

自己株式の取得 △1 △1 △1

自己株式の処分 53 44 44

土地再評価差額金の取崩 134 134

利益準備金の積立 ― ―

別途積立金の積立 ― ―

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△12,675 1,818 △134 △10,991 △7 △10,998

当期変動額合計 52 6,637 △12,675 1,818 △134 △10,991 △7 △4,360

当期末残高 △1,074 127,702 13,376 △1,951 8,651 20,076 69 147,848
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５５５５．その他．その他．その他．その他    

 役員の異動（2022 年 6月 29 日付予定） 

（１）代表取締役の異動 

該当ありません。 

（２）その他役員の異動 

 ①  昇任予定取締役 

常務取締役 須 賀 昌 彦 （現 取締役徳島営業本部長） 

 ② 新任取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補 

取締役 伊 東 瑞 文 （現 中村支店長兼入野出張所長） 

以 上 

㈱四国銀行(8387)2022年3月期決算短信

－ 22 －


	サマリー
	注意！【ヘッダーフッター入り】決算短信202203（サマリー除く）
	バインダー1
	バインダー1
	②目次202203
	③経営成績～会計基準の選択まで202203
	④連結財務諸表

	⑤（④連財のあと）継続企業の前提～注記（ｾｸﾞ・1株・後発）202203
	⑥個別財務諸表

	⑦（⑥単財のあと)役員の異動・・・202203




